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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間の経常収益は、有価証券利息配当金や外国為替売買益が減少したものの、国債等

債券売却益や金融派生商品収益、役務取引等収益の増加等により、前年同期を10億74百万円上回る464億76百万

円となりました。 

一方、経常費用は、国債等債券償還損が増加したものの、前年の予想損失率の算定方法の精緻化により増加

した一般貸倒引当金繰入の反動減や国債等債券売却損の減少等により、前年同期を3億15百万円下回る408億85

百万円となりました。この結果、経常利益は前年同期を13億89百万円上回る55億90百万円となりました。親会

社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期を8億68百万円上回る38億11百万円となりました。 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比476億84百万円増加の2兆4,372億98百万円とな

りました。純資産は前連結会計年度末比12億90百万円増加の1,294億5百万円となりました。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）は個人預金が好調に推移したことから、前連結会計年度末

比591億17百万円増加の2兆2,447億84百万円となりました。貸出金は、住宅ローンやアパートローンを中心に好

調に推移し、前連結会計年度末比109億93百万円増加の1兆7,098億53百万円となりました。有価証券は債券の取

得等により前連結会計年度末比529億26百万円増加の3,320億40百万円となりました。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

2020 年 3 月期通期の連結業績予測につきましては、2019 年 5月 10 日に公表した値から変更ありません。 
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１．損益の概況【単体】
（1）概況

（単位:百万円）
2020年３月期 2019年３月期 2020年３月期
第３四半期 第３四半期 通期予想
(９カ月累計) 前年同期比 （９カ月累計) (12カ月累計)

(A) (A)-(B) (B)

1 31,949        1,433        30,516        40,200

2 24,041        1,414        22,627

3 21,103        △160        21,263

4 1,606         127          1,479

5 1,331         1,446        △115

6 725           1,624        △899

7 2,839         2,311        528

8 644           △523        1,167

9 1,469         1,209        260

10 18,393        241          18,152

11 7,984         △79         8,063

12 8,932         214          8,718

13 1,477         106          1,371

※1 14 5,648         1,174        4,474         7,300

※2 15 4,922         △452        5,374

16 5,063         △572        5,635

17 -             △579        579

18 5,648         1,753        3,895         7,300

19 △1,189       △547        △642

20 △1,145       △428        △717

21 114           △482        596

22 1,190         △43         1,233

23 69            △11         80

24 328           79           249

25 338           338          -

26 234           234          -

27 104           104          -

28 288           △358        646

29 4,458         1,206        3,252         8,000

30 △70          △18         △52

31 4,387         1,187        3,200

32 1,067         372          695

33 157           86           71

34 1,225         459          766

35 3,162         729          2,433         5,500

36 △298         △480        182

※1 「実質業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額を除く業務純益。

※2 「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額及び国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。

ネ ッ ト 与 信 費 用 （ 17 ＋ 24 － 25 － 28 ）

特 別 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

う ち 不 良 債 権 処 理 額

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

う ち 一 般 貸 倒 引 当 金

う ち 個 別 貸 倒 引 当 金

う ち 償 却 債 権 取 立 益

経 常 利 益

業 務 純 益

臨 時 損 益

う ち 株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ）

売 却 益

売 却 損

償 却

人 件 費

物 件 費

税 金

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

除 く 投 資 信 託 解 約 損 益

そ の 他 業 務 利 益

うち国債等債券損益（５勘定尻）

う　ち　売　　　却　　　益

う　ち　売　　　却　　　損

う　ち　償　　　還　　　損 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

2020年３月期　第３四半期財務・業績の概況説明資料

項
番

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

実質業務純益は、有価証券利息配当金や外国為替売買損益等の減少があったものの、国債等債券損益や金融派生商
品損益、預貸金利息収支の増加等により前年同期を1,174百万円上回りました。
経常利益は、ETF等の売却損の計上により株式等損益が減少したものの、実質業務純益の増加に加え前年に予想損

失率の算定方法の精緻化により一般貸倒引当金繰入額が増加したことの反動減によりネット与信費用が減少したため、
前年同期を12億6百万円上回る44億58百万円となりました。
四半期純利益は前年同期を7億29百万円上回る31億62百万円となりました。

なお、2020年３月期通期の連結並びに個別の業績予想については、本業である預貸金収支や役務取引等損益が堅調
に推移していることに加え、今後のネット与信費用の見通し等を勘案し、2019年５月10日に公表した値からの変更は
ありません。
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（2）実質業務純益

（3）有価証券関係損益

（4）ネット与信費用
※

（5）四半期純利益

以上の結果、経常利益は前年同期を12億6百万円上回る44億58百万円となりました。四半期純利益は前年同期
を7億29百万円上回る31億62百万円となりました。

ネット与信費用は、前年に予想損失率の算定方法を精緻化したことにより、一般貸倒引当金繰入が増加した
ことの反動減や個別貸倒引当金戻入益の計上で前年同期を4億80百万円下回る△2億98百万円となりました。

株式等関係損益（３勘定尻）は、ETF等の売却損の計上により前期を4億28百万円下回りました。

役務取引等利益は、法人向けサービス手数料やカード関連業務に係る手数料収入が増加したこと等により前
年同期を1億27百万円上回りました。

有価証券利息配当金は、外債、ETF及び投資信託等の残高が減少した結果、前年同期を8億29百万円下回りま
した。

4,474

5,648

+1,624

+481

+438

+127

+240

▲829

▲666

▲241

2019年３月期 第３四半期実質業務純益

2020年３月期 第３四半期実質業務純益

国債等債券損益の増加

経費の増加

役務取引等利益の増加

有価証券利息配当金の減少

1,174百万
円

（備考）外貨実質ベース。

その他

経費は、人件費は減少したものの、システム投資にかかる物件費や消費税等の税金費用の増加により前年同
期を2億41百万円上回りました。

国債等債券損益（５勘定尻）は、主に外国債券の売却益の増加により前年を16億24百万円上回りました。

実質業務純益は、有価証券利息配当金や外国為替売買損益等の減少があったものの、国債等債券損益や金融
派生商品損益、預貸金利息収支の増加等により前年同期を1,174百万円上回りました。

預貸金利息収支は、前年同期を4億38百万円上回りました。
貸出金利息は、住宅ローンやアパートローンが引き続き好調に推移したことに加え、法人向け貸出も増加し
たことにより前年同期を3億22百万円上回りました。
預金利息は、個人預金、法人預金、公金預金とも好調に推移したことにより預金平残は増加しましたが、利
回りが低下したことから前年同期を1億16百万円下回りました。

※「ネット与信費用」は、一般貸倒引当金繰入額を含む不良債権処理額から貸倒引当金戻入益および
償却債権取立益を差し引いたもの。

外国為替売買損益の減少

外国為替売買損益（その他業務利益）は、前期の反動減で前年同期を6億66百万円下回りました。

（単位：百万円）

金融派生商品損益の増加

預貸金利息収支の増加

金融派生商品関係損益（その他業務利益）は、国内債券の売買にかかるオプション取引による4億81百万円
を計上しております。なお本取引のオプション権利行使等に伴う国債等債券売却損6億44百万円が、債券５勘
定尻に計上されております。
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２．預金・貸出金等の状況

（1）預金（単体・末残および利回り）の推移

（2）預かり資産（単体・末残）の推移

14,087 14,039 14,319 14,667

6,130 6,385 6,298 6,341

1,470 1,561 1,815 1,545

21,688 21,986 22,432 22,554

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2018年12月末 2019年３月末 2019年９月末 2019年12月末

（億円）
個人 法人 地公体等その他（公金・金融）

70 67 57 54

608 634 613 594

1,234 1,281 1,281 1,324

1,913
1,982 1,953 1,973

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2018年12月末 2019年３月末 2019年９月末 2019年12月末

（億円）

国債 投資信託 一時払い保険

※「預かり資産」は国債、投資信託、一時払い

預金（末残）は、個人預金、法人預金及び地公体預金がともに増加したことから、前年同期末
を865億円上回る2兆2,554億円となりました。

前年度末比でも法人預金及び地公体預金が減少したものの、個人預金が好調に推移した結果、
568億円の増加となりました。

預金利回りは、総預金に占める流動性預金の割合が増加したため、2019年度上期より0.003ポイ
ント低下しました。

預かり資産は、投資信託が解約等により減少したものの、一時払い保険の販売額が増加したこと
により前年同期末を60億円上回る1,973億円となりました。

※譲渡性預金含む。

0.025%
0.022%

0.019%

0.000%

0.020%

0.040%

2018年度下期 2019年度上期 2019年度第3Ｑ

※外貨実質ベース。
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（3）貸出金（単体・末残および利回り）の推移

（4）時価のある有価証券の評価差額（連結）の推移

        ※「その他目的」で時価のある有価証券の評価差額。

8,681 8,819 8,995 9,074

6,477 6,743 6,728 6,804

1,493 1,643 1,479 1,440

16,651 17,206 17,202 17,319

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2018年12月末 2019年３月末 2019年９月末 2019年12月末

（億円）
個人 法人 地公体等その他（地公体・公社）

1.590%

1.545% 1.542%

1.500%

1.550%

1.600%

1.650%

1.700%

1.750%

2018年度下期 2019年度上期 2019年度第3Ｑ

貸出金（末残）は、個人向け貸出が住宅ローンやアパートローンを中心に好調に推移し、法人向
け貸出も好調に推移したことから前年同期末を668億円上回る1兆7,319億円となりました。

前年度末比では地公体向け貸出が償還で減少したものの、個人、法人とも好調に推移したことか
ら113億円の増加となりました。

貸出金利回りは、2019年度上期比、0.003ポイント低下とほぼ横ばいとなりました。

16
11

▲ 4▲ 3

7 

5 

7 
4 

4 

21 23 

6 

-20

0

20

40

2018年３月末 2019年３月末 2019年12月末

債券 その他 株式 評価差額合計（億円）

株式の評価損益は横ばいで推移したが、国内債券及び投資信託等のその他の有価証券の評価益が
減少した結果、有価証券評価差額全体では前年度末比17億円の減少となりました。
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（5）金融再生法開示債権（単体）の推移

（6）自己資本比率（単体）の推移

31 30 30

195 189 200

56 56 60

283 276 290

1.73% 1.60%
1.66%

-2%

-1%

0%

1%

2%

3%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

2018年３月末 2019年３月末 2019年12月末

（億円）

破産更生等債権 危険債権

要管理債権 開示債権比率

金融再生法開示債権額（単体）は、破産更生等債権及び危険債権が増加したことから前年度

末を14億円上回る290億円となりました。
金融再生法開示債権比率（単体）は、前年度末比0.06ポイント上昇の1.66％となりました。

8.57% 8.31% 8.30%

7%

8%

9%

10%

11%

12%

2018年３月末 2019年３月末 2019年12月末

堅調な貸出等によるリスク・アセット増加要因と、有価証券の売却等によるリスク・
アセットの減少要因等から、自己資本比率は2019年３月末比ほぼ横ばいとなりまし
た。
2020年３月末は、単体は8.2％程度、連結は9.0％程度をそれぞれ予想しています。
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＜参考＞

預金・貸出金等の状況【数値編】

（1）預金【単体】　 (単位:億円)

※譲渡性預金含む

（2）預かり資産【単体】 　(単位:億円)

（3）貸出金【単体】 　(単位:億円)

（4）時価のある有価証券の評価差額【連結】 　(単位:億円)

その他有価証券 2,993    6        2,942    10       2,430    23

株式 16       4        15       3        15       4

債券 2,212    △4      1,229    13       1,103    11

その他 764      5        1,697    △7      1,311    7

(注)１．｢評価差額｣及び｢含み損益｣は、基準日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上しております。

　　２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、時価のある子会社、関連会社株式は該当ありません。

　(単位:億円)

301      9        321      8        327      10

4,988

16,390

2019年12月末

17,319

5,170

17,092

2018年12月末

16,651

4,927

16,265貸 出 金(平 残)

うち住宅ローン

預　金(末 残)

預　金(平 残)

国　　　  　債

投  資  信  託

1,281

1,982

貸 出 金(末 残)

2019年３月末

17,206

1,973合　　　計 1,913

一 時 払い 保 険 1,324

2018年12月末

70

608

1,234

22,319

2019年12月末

54

594

2019年３月末

67

634

21,688

14,087

21,591               21,564

うち個人預金

2019年12月末

22,554

14,667

2019年３月末

21,986

14,039

2018年12月末

2018年12月末

2019年３月末

評価差額

含み損益

時価 評価差額 時価 評価差額 時価

帳簿価額

2019年12月末

満期保有目的の債券

2019年３月末

帳簿価額 含み損益

2019年12月末 2018年12月末

帳簿価額 含み損益
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（5）｢金融再生法ベースのカテゴリーによる開示｣【単体・連結】　(単位:億円)
【単体】

2019年12月末 2018年12月末 2019年３月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

60             54             56

危 険 債 権 200            188            189

要 管 理 債 権 30             33             30

合 計 290            276            276

開 示 債 権 比 率 1.66% 1.65% 1.60%

【連結】　

2019年12月末 2018年12月末 2019年３月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

88             82             79

危 険 債 権 202            191            192

要 管 理 債 権 34             37             34

合 計 325            310            307

開 示 債 権 比 率 1.82% 1.81% 1.73%

（6）自己資本比率(国内基準)【単体・連結】
2019年12月末 2020年３月末 2019年３月末

実績 予想値 実績

 単体自己資本比率 8.30% 8.2%程度 8.31%

 連結自己資本比率 9.06% 9.0%程度 9.07%

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。
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